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研究成果の概要（和文）：本研究は、医療を必要とする子どもが、災害時に自らの健康の維持・管理をする力を
高める看護支援ツールを開発することを目的として実施した。看護師が通常実施しているヘルスケアに加え、災
害時の体調の維持・管理について子ども自身の力を高めるための支援ツールとして、①支援内容、②個人シート
（支援者用）、③個人シート（子ども用）、④評価表、⑤手引書を開発した。
　医療を必要とする子どもに対し、3か月で3回の介入を実施し、3回の介入を終えた子どもにはそれぞれ災害に
備えるための力の向上がみられた。また本ツールは、様々な状況の子どもの災害への備えの支援において、看護
師の有効なガイドとなることが示唆された。

研究成果の概要（英文）： This study developed a support guide for nurses aiming to encourage 
children with medical needs to strengthen their skills to maintain and manage their own health in 
disaster situations.The results of an interview with children with medical needs, there nurses and 
their parents/guardians indicated that eight abilities are required for children to maintain and 
manage their own health during a disaster. We developed a “nursing support guide” for enhancing 
these abilities of children in need of health care in times of disaster. This support guide consists
 of four parts: Support Content, Guidelines, an Individual Support Sheet and Checklist. 
As a result of interventions for children in need of medical care, their ability to prepare for 
disasters was improved. It was also suggested that this tool could be an effective guide for nurses 
in helping children prepare for disasters in various situations.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、医療を必要とする子どもに対して、看護師が通常実施しているヘルスケアに加え、災害時に体調の維
持管理について子どもの力を高める目的で実施した。本研究で開発したツールは、今後起こる可能性の高い災害
時に、医療を必要としながら生活する子どもたちのいのちを守ることに貢献するものである。またツールを用い
た介入により、子どものライフステージの変化に対応し、子どもの自立支援にも貢献することが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 研究者らは、東日本大震災前より、医療を必要とする子どもの災害への備えについて取り組ん
できた。その中で、災害に関する備えについては、親と教員、親と医療者だけで物事が進みやす
く、子ども自身は自分のことであるにも関わらずあまり知らないことが明らかとなった。例えば
医療ケアの物品はどのように補充されているのか、防災リュックの中に何がはいっているのか
知らないなどが確認された。このような状況において、障害のある子どもたちについては、「災
害セルフケアパッケージ（肢体不自由児用）」を開発し、子ども自身の備えを促した。さらに、
慢性疾患を持つ子どもたちが災害時に自分の健康の維持管理ができるよう備える必要があると
考え、本研究に取り組んだ。 
 
２．研究の目的 
本研究は、医療を必要とする子どもが、災害時に自らの健康の維持・管理をする力を高める看
護支援ツールを開発することを目的として実施した。このツールは、看護師が通常実施している
ヘルスケアに加え、災害時の体調の維持・管理について子ども自身の力を高めるためる支援ツー
ルである。 

 
３．研究の方法 
①医療を必要とする子どもが災害に備えるために必要な力を明らかにする調査 

医療を必要とする子どもが利用する医療機関の看護師、医療施設を利用する子ども、保護者に

半構成面接を実施。逐語録の分析から医療を必要とする子どもが災害に備えるために必要な力

を抽出した。 

②看護支援ツールの開発 

上記インタビューの結果を分析しながら、災害に備える力を高めるための支援内容、方法につ

いて検討し、ツールを開発した。さらに開発したツールの使用可能性を確認するために、医療を

必要とする子どもを看護する看護師 4 名に半構成面接調査を実施。その結果からツールの追加

修正行った。 

③ツールを用いた介入調査 
 医療を必要とする子どもにツールを用いた介入調査を実施。評価表、看護師への面接調査から
その効果を検証した。 
 
４．研究成果 
医療を必要とする子どもたちと保護者、看護する看護師へのインタビュー結果から、「災害発
生時に、子ども達自身が自らの健康を維持管理していくために必要な力」として、①自分の疾病・
障がいの状態がわかる、②自分の治療がわかる、③自分の体調がわかる、④自分の体調を伝える
ことができる、⑤体調を整えることができる（治療を含む）、⑥周囲に助けを求めることができ
る、⑦災害発生時に身を守ることができる、⑧必要物品不足時の自己対応ができる、の 8つが抽
出された（図 1）。 
これらの力を高めるための支援内容を、面接調査結果をもとに研究者で検討し、支援内容、個
人シート、評価表、それらを使用するための手引書を開発した（図 2）。 
介入研究の前に、医療を必要とする子どもを看護する看護師にツールの使用可能性について
面接調査し、修正を加えた。 
 

 
 
 

図 2．ツールの構成 図 1．高めるべき 8つの力 



 

 
 

 
修正後のツールを用いて、医療を必要とする子どもへの介入を実施した。3か月間に 3回のツ
ールを用いた支援を実施した。最後まで介入を終えた 3名は、災害に備える力が介入前よりも向
上したことが確認された。 
また、介入後の看護師への面接調査から、自立度の高い子どもであっても評価表を用いた確認
により新たな課題に気づくことができ、支援につなげることができた、子ども自身がより主体的
に自分の健康管理にかかわるようになったなどの効果が明らかとなった。さらに、看護師が様々
な疾患の子どもへの災害の備えを促す際のガイドとして有用であることも示された。課題とし
ては、介入時間の確保や家族の理解を得ることの難しさが示された。 

表 1．支援内容（抜粋） 

表 2．評価表（抜粋） 
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